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学級活動 生徒会活動 学校行事

家
庭
や
地
域
と
の
連
携

生徒は、学級や学校の一員として学校生活を送るとと
もに、家庭や地域の一員として生活しているため、学
級活動の指導においては、家庭や地域等との連携・
協力が重要な意味をもっている。このことから、家庭や
地域の人々との連携、 社会教育施設等の活用などを
工夫する。 （３）の指導においては、地域の方々や、
関係機関等の専門家から話を聞くなどの活動を工夫
していく。

ボランティア活動における老人ホーム訪問について
は、地域社会との連携を深めたりするなど、校外での
活動への広がりを図るようにするために、地域との連
携を深め、その教育力の活用を図る。

家庭や地域の人々との連携を深め、その教育力の活
用を図り、地域の自然や文化、伝統を生かす。また社
会教育施設等を活用したりする活動が展開できるよう
工夫する。入学式や卒業式などの儀式的行事、運動
会や文化祭などの文化的行事・体育的行事などでも
家庭・ＰＴＡや地域の方々と連携し、よりよい社会人の
育成に努める。

備
考

他
の
教
育
活
動
と
の
関
連

各
教
科
・
読
書
科

学級や班での活動では、話し合い活動や言語などに
よる表現や発表などが大切である。こうした活動の基
本となるのが、国語をはじめとする各学習での活動で
ある。日々の授業において適切な言語活動を実施す
る。

生徒会や専門委員会などにおける話し合い活動、言
語などによる表現や発表活動が大切である。こうした
活動の基本となるのが、国語をはじめとする各学習で
の活動であり、日々の授業において適切な話し合い
活動を実施する。

運動会については、保健体育科の学習成果の発表と
しての視点を明確にする。また、クラス旗については
美術科や家庭科などの学習と関連を図る。文化祭で
は国語科や社会科、音楽科や美術科、技術・家庭科
の学習の成果としての視点を明確にする。修学旅行
や林間学校については、国語科や社会科などの学習
と関連を図る。

特
別
の
教
科
　
道
徳

自己を見つめ、自己の向上を図るとともに、個性を伸
ばして充実した生き方を追求する態度。それぞれの個
性や立場を尊重し、いろいろなものの見方や考え方が
あることを理解して、謙虚に他に学ぶ広い心をもつ態
度。学級や学校、地域社会の一員としての自覚をも
ち、自己が属する様々な集団の意義についての理解
を深め、役割と責任を自覚し集団生活の向上に努め
る態度などの道徳性を、集団生活を通して身に付け
る。

より高い目標を目指し、着実にやり抜く強い意志。自
律の精神を重んじ、自主的に考え、誠実に実行してそ
の結果に責任をもつ態度。自己を見つめ、自己の向
上を図るとともに、個性を伸ばして充実した生き方を
追求する態度。公徳心及び社会連帯の自覚を高め、
よりよい社会の実現に努める態度などの道徳性を身
に付ける。

いずれの行事についても道徳性を養うことを重視する
が、特に次の行事については重点的に扱う。
・薬物乱用防止教室、防犯教室：生命の尊さを理解
し、かけがえのない自他の生命を尊重する。
・文化祭（合唱）：文化祭の成功に向けて、学級・学年
の創造性と連帯感を高め、協力する気持ちを養う。
・儀式的行事：日本人としての自覚をもって国を愛し、
国家の発展に努めるとともに、優れた伝統の継承と新
しい文化の創造に貢献する。
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学級活動において、自ら課題を見付け、自ら学び、自
ら考え、主体的に判断し、よりよく問題を解決する資質
や能力、問題の解決や探究活動に主体的、創造的に
取り組む態度を相互に役立たせるようにする。

生徒会による諸活動を実践することを通して、自分と
のかかわりを視点とした問題発見能力、課題解決能
力などを総合的な学習の時間の諸活動に役立てるよ
うにする。

自然体験やボランティア活動などの社会体験、観察・
実験、見学や調査、発表や討論、ものづくりや生産活
動など体験的な学習において総合的な学習の時間の
諸活動に役立てるようにする。

目指す
生徒像

「よく学び　こころ豊かな生徒」
　・感動や共感する心をもち、深く物事を考える生徒　　　・互いを認め、思いやり助け合って共に成長しようとする生徒
　・善悪をわきまえ、よりよい人間関係や集団、社会を築こうとする生徒　　　・人の話をよく聞き、自己の思いを適切な言葉で表現できる生徒
　・健全な人生観・職業観をもち、自己の個性・能力および夢や目標の実現に向けて最善を尽くそうとする生徒

特別活動の
重点目標

　・学級活動、生徒会活動、学校行事、学年行事等の諸活動への積極的な参加を通して、集団の一員としてのあり方を自覚させ、学業生活の向上を図る。
　・生徒一人一人が活躍する場を与え、集団の一員としての自覚を高め、正しい連帯感と協調性を育てる。
　・学校行事では、体験的学習を重視し、感動体験を積み重ねることによって、豊かな心を育てる。

目
標

　学級や学校の生活の充実と向上を図り、個人及び
社会の一員として望ましい人間関係を形成し、将来の
生き方や進路などについて自主的に考え、諸問題を
自主的に解決しようとする態度を育てる。

　集団や社会の一員として、学校生活の充実や改善
向上を計画的に図り、ボランティア活動などを通して、
協力して諸問題を解決しようとする実践的な態度を育
てる。

　体験的な活動を通して、学校生活における秩序や集
団への所属感を深め、学校生活をより充実させ発展
することのできる資質を養う。

令和7年度　　江戸川区立　　松江第五中学校　　　　特別活動全体計画

学校の
教育目標

集団活動への積極的な参加を通して、心身の調和のとれた発達と個性の伸長を図り、集団の一員としてよりよい生活や人間関係を築こうとする自主的、実践的な態度を育てると
ともに、自己の生き方についての考えを深め、自己を生かす能力を養う。

　・よく学び深く考えた行動のとれる生徒の育成
　・心身ともに健康で思いやりの心を持った生徒の育成
　・責任を重んじ自主性に富んだ生徒の育成

特別活動の
目標

指
導
の
方
針

・生徒が自主的・実践的に集団生活を楽しく規律正し
いものにしていく態度を育てる。
 ・学級の役割を全員で分担し、 学級の中で自己実現
ができ、所属感や仲間意識を高めるようにする。
 ・学級における人間的なつながりを深め、温かい友情
を育てる。
 ・将来の生き方について自覚を高め、自己を生かす
能力を養う。

・学級の実態を見つめ生徒会組織や活動の改善を図
り、全生徒のもつ問題点や意見が十分反映できるよう
にする。
・生徒会活動全体に調和ある計画を立案し、実践的
活動を展開できるようにする。
・一人一人の生徒が、活動を通して、自主的な態度や
実行力を身に付け、協力し合う態度を育てる。

・学校行事の中で、学校の一員としての自覚をもた
せ、感動的体験を味うことによって人間のあり方を学
ぶ。
 ・学校生活の流れの中で望ましい変化を与える集団
活動により日常の学習成果を総合的に発展させ、学
校生活を明るく豊かなものとする。

主
な
指
導
内
容

・学級や学校生活の充実と向上に関すること。
・個人及び社会の一員としてのあり方、学業生活の充
実及び健康や安全に関すること。
・将来の生き方と進路の適切な選択に関すること。

※週の時間割に位置づける（月曜日１校時）。

・専門委員会
　生活、整美、図書、保健、給食、放送
・中央委員会　・学年委員会
・生徒会行事 （生徒総会等）
・生徒会朝礼　・老人ホーム訪問
・リサイクル活動　　・募金活動
・特別支援学級との交流行事
・専門・学年・中央委員会 月１回
・生徒総会　　　　　　　　　 年１回

 ・儀式的行事 （入学式、卒業式等）
 ・学芸的行事 （文化祭等）
 ・健康安全・体育的行事
　　　　(運動会、避難訓練等)
 ・旅行・集団宿泊的行事
　　　　（修学旅行・林間学校等）
 ・勤労生産・奉仕的行事
　　　　（大掃除・美化デー等）


